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て直観の内に（全体として）持つのではない」(B 546f. vgl. B 550f.)。 
 
                                                          
カント『純粋理性批判』からの引用は、B 版のページを示した。 
ハイデガーからの引用は『存在と時間』以外は、全集版を使用した。GA と略記する。巻数を数字で、カ
ンマを挟んで次に該当ページ数を示した。『存在と時間』は SZ と略記し、以下の版を用いた。 
SZ: Sein und Zeit, 15. Aufl., Tübingen: Niemeyer, 1979 
 
1 世界を知ることがどのようにして可能になるのか、また、そこにはいかなる困難があるのかという問題
について、拙論「世界の知」（所収、竹市明弘・小浜善信編『哲学は何を問うべきか』晃洋書房 2005 年 pp.93
～110）で詳しく論じた。 
2 森口美都男『「世界」の意味を索めて』晃洋書房 1979 年 p.141 
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会編『アルケー 関西哲学会年報 』2004(No. 12) 2004 年 pp.179～194）を参照。 
芸術と世界 ──ハイデガーの芸術論への一考察 








































経営情報研究 第 18 巻第 2 号(2011 年 2 月)，93－106 ページ 


































                                                          
5 ハイデガーは「本質」(essentia)を Was-Sein と訳しておりこれとの対比で Wie-Sein を「実存」（existentia）
の訳語としても使っているが、ここでは文字通り、「何」ではなく「如何に」という意味においてこの概念を
用いることにする。『存在と時間』において示された存在者の〈存在〉が、手許性、直前性、実存であること
を考え合わせるならば、これらの存在を Wie-Sein と規定し直すことも牽強付会な解釈ではない。 
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 しかし、現存在の Da は、自らの存在の事実、内部世界的存在者との関わり、そして、世界
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イデガーは „Es ist einem unheimlich.‟ （誰にとってというのでもなく、何というのでもなく
















報研究』第 11 巻第 1 号 2003 年 pp.63～76）で論じた。 
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３．芸術作品と世界 
































 ハイデガーによれば、「芸術の本質」は、「存在者の真理の実現・作品化」 (das 
Sich-ins-Werk-Setzen der Wahrheit des Seienden)(GA5, 21)である。そして、その一例をゴッ
                                                          
9 「転回」問題については、細川亮一『意味・真理・場所』創文社 1992 年を参照。 
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れるとは」（『パンセ』134, 前田・由木訳 中公文庫 p.90）。 
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おわりに 
 最後に、これまで述べてきたハイデガーの作品に関する分析が、芸術とは何か、作品（ある
いは、道具、物）とは何か、という仕方で問いを立てつつも、その答えは常に、芸術や作品の
〈あり方〉をもって答えとしていたことを指摘しておきたい。これは『存在と時間』において
特徴的であった「如何に－あるか」という存在規定である。道具や物という規定がそうである
ように、Wie を理解することはいわゆる分析的な知にとっては困難な事柄でもある。世界や大
地を理解することもまたこの Wie の理解であると言える。世界なる〈もの〉や大地なる〈もの〉
が直前存在者としてあるのではない。いわば、ここで求められているのは世界というあり方、
大地というあり方をそのまま把握することである。もちろん、それは作品という具体的な〈も
の〉に即して読み取られるものではある。しかし、それは作品の中で共鳴している〈響き〉で
あるとも言えよう。ハイデガーの言説を理解する困難はこの響きと同調することの困難でもあ
る。 
 世界と大地の問題は、ハイデガーの後期の思想圏においては、神々、「四方域」(Geviert)と
いった問題へと発展していく。それは世界をどのように理解するかという問題の深化でもある。
また、芸術作品の Wie をより具体的に分析することも必要であろう。これらの課題については
稿を改めて論じることとしたい。 
 
 
